
 

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

強
調
。
共
産
党
の
尾
村
県
議

は
「
医
療
・
介
護
が
経
営
破

綻
す
れ
ば
、
次
の
感
染
拡
大

の
波
は
乗
り
越
え
ら
れ
な

い
。
引
き
続
き
経
営
危
機
に

対
す
る
財
政
支
援
を
求
め
て

い
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

理
容
店
を
経
営
す
る
男
性

は
「
国
保
料
の
減
免
・
免
除

制
度
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か

っ
た
。
国
保
料
が
高
い
。
３

割
以
上
売
り
上
げ
が
減
少
し

て
お
り
、
申
請
し
ま
す
」
と

語
り
ま
し
た
。 

尾
村
、
田
中
の
両
氏
は
「
継

続
的
な
補
償
を
国
や
県
、
市

に
求
め
て
い
き
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
が
終
わ
っ
た
ら
、
よ
り

良
い
社
会
に
な
る
よ
う
ご
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

激
励
し
ま
し
た
。 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
解
雇
や
雇
い
止
め

が
〝
見
込
み
〟
を
含
め
、
７
月

１
日
時
点
で
３
万
１
７
１
０
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人
に
な
っ
た
と
厚
労
者
が
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
、
解
雇
や
雇
い
止
め
に

は
至
ら
な
く
て
も
、
４
月
の
休
業
者

数
は
前
年
同
月
比
で
４
２
０
万
人
も

増
え
、
過
去
最
多
の
５
９
７
万
人
に

上
り
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
直
後
の
ピ
ー
ク
の
約
４
倍
と

い
う
か
ら
か
つ
て
な
い
事
態
だ
▼
一

方
、
上
場
企
業
の
今
年
１
～
３
月
の

四
半
期
の
業
績
が
製
造
業
、
非
製
造

業
と
も
に
赤
字
と
な
っ
た
と
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
は
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い

る
が
、
前
年
同
月
比
で
業
績
が
悪
化

し
た
と
は
い
え
、
最
終
損
益
は
２
０

兆
円
を
超
え
る
黒
字
を
確
保
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
も
大
企
業
は
内
部
留
保

を
増
や
し
、
資
本
金
１
０
億
円
以
上

の
大
企
業
の
内
部
留
保
は
４
８
７
・

６
兆
円
に
も
達
し
て
い
る
▼
内
部
留

保
す
べ
て
が
す
ぐ
に
使
え
る
お
金
で

は
な
い
が
、
現
金
・
預
金
も
１
０
０

兆
円
近
く
保
有
し
て
お
り
、「
内
部
留

保
は
い
ざ
と
い
う
危
機
に
備
え
る
た

め
」
と
い
う
の
な
ら
、
ま
さ
に
今
こ

そ
内
部
留
保
の
出
番
だ
▼
し
か
し
、

多
く
の
大
企
業
は
内
部
留
保
で
自
社

の
株
を
買
っ
て
株
価
を
上
げ
、
大
株

主
に
利
益
を
還
元
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
欧
州
な
ど
で
は
自
社
株
買
い
を

禁
止
・
抑
制
す
る
政
策
が
取
ら
れ
て

い
る
の
に
、
日
本
で
は
放
任
さ
れ
た

ま
ま
▼
す
べ
て
を
市
場
原
理
に
任

せ
、
大
企
業
の
儲
け
を
何
よ
り
も
優

先
す
る
「
新
自
由
主
義
」
政
策
お
し

つ
け
と
消
費
税
増
税
と
セ
ッ
ト
の
法

人
税
減
税
の
も
と
、
労
働
者
の
犠
牲

と
国
民
の
負
担
に
よ
っ
て
大
企
業
に

積
み
上
げ
ら
れ
た
富
。
今
こ
そ
、
労

働
者
の
雇
用
の
維
持
や
賃
金
の
手

当
、
下
請
け
中
小
企
業
へ
の
給
付
な

ど
国
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
使

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
遠
） 

日
本
共
産
党
県
議
団
は
６

月
３
０
日
、
県
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
「
第

２
波
」
に
備
え
、
医
療
・
検

査
体
制
の
抜
本
的
強
化
と
県

民
の
く
ら
し
と
営
業
を
守
る

最
大
限
・
積
極
的
な
予
算
措

置
と
支
援
策
を
講
じ
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。
６
回
目
の

申
し
入
れ
。（
２
面
関
連
） 

尾
村
利
成
県
議
は
「
県
民

の
命
と
福
祉
を
守
る
県
政
運

営
を
」
と
呼
び
か
け
、
▽
医

療
機
関
、
介
護
事
業
所
、
保

育
所
等
へ
の
減
収
分
を
補
う

財
政
支
援
▽
医
療
・
介
護
従

事
者
と
入
院
患
者
、
入
所
者

へ
の
積
極
的
な
検
査
体
制
の

整
備
▽
県
独
自
の
給
付
金
制

度
の
創
設
と
中
小
企
業
、
農

林
水
産
業
者
等
へ
の
補
助
制

度
の
拡
充
▽
来
年
実
施
予
定

の
少
人
数
学
級
編
制
縮
小
見

直
し
の
中
止―

な
ど
７
項
目

を
求
め
ま
し
た
。 

松尾副知事（左）に要望書を手渡す尾村県議、大国県議ら（県庁） 

医療従事者と意見交換する県議会４会派の県議（松江生協病院） 

医
療
機
関
や
介
護
事
業
所

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
減
収
で

深
刻
な
経
営
危
機
に
陥
っ
て

い
る
問
題
で
、
島
根
民
医
連

（
眞
木
高
之
会
長
）
は
６
月

３
０
日
、
松
江
生
協
病
院
で

県
議
会
４
会
派
８
人
の
県
議

と
懇
談
し
ま
し
た
。 

県
議
会
文
教
厚
生
委
員
会

の
田
中
明
美
委
員
長
（
自
民

党
議
員
連
盟
）
を
は
じ
め
、

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成
、

大
国
陽
介
両
県
議
、
自
民
党

議
員
連
盟
の
五
百
川
純
寿
会

長
、
民
主
県
民
ク
ラ
ブ
の
白
石

恵
子
幹
事
長
ら
２
県
議
、
県
議

会
自
民
党
の
２
県
議
が
参
加
。 

眞
木
会
長
（
松
江
生
協
病
院

副
院
長
）
は
こ
の
間
の
診
療
報

酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
で
、
経
営
、

人
員
、
資
材
も
ギ
リ
ギ
リ
の
状

況
だ
っ
た
上
に
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
だ
っ
た
と
前
置
き
し
「
５

月
の
事
業
収
益
は
前
年
比
１

割
減
の
１
億
円
も
の
減
収
で

す
。
通
常
診
療
の
制
限
や
感
染

症
診
療
の
た
め
の
特
別
費
用
、

受
診
控
え
で
経
営
が
厳
し
い
」

と
リ
ア
ル
な
現
状
を
報
告
。
高

松
尾
紳
次
副
知
事
は
「
国

の
交
付
金
を
使
い
、
県
民
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
」
と
答
え
、
新

田
英
夫
教
育
長
は
、
少
人
数

学
級
の
縮
小
見
直
し
に
つ
い

て
「
円
滑
に
移
行
が
進
む
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述

べ
ま
し
た
。
大
国
陽
介
県
議

は
「
国
は
コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
、
少
人
数
学
級
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

県
と
し
て
立
ち
止
ま
っ
て
ほ

し
い
」
と
求
め
ま
し
た
。 

濱
顕
弘
院
長
は
医
療
・
介
護

を
続
け
て
い
く
た
め
に
尽
力

い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
、

斐
川
生
協
病
院
、
出
雲
市
民

病
院
の
役
員
も
窮
状
を
訴
え

ま
し
た
。 

自
民
議
連
の
五
百
川
会
長

は
「
医
療
崩
壊
は
絶
対
に
防

日
本
共
産
党
東
部
地
区
委

員
会
は
１
０
日
、
松
江
市
内

商
店
街
の
飲
食
店
や
小
売

店
、
理
容
店
の
経
営
者
ら
と

懇
談
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
し

ま
し
た
。 

尾
村
利
成
県
議
、
田
中
肇

市
議
、
岩
田
剛
地
区
委
員
長

が
新
型
コ
ロ
ナ
の
各
種
支
援

制
度
を
紹
介
す
る
ビ
ラ
、
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
の
見
本
紙
を
持

っ
て
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

安
来
市
内
か
ら
中

海
に
注
ぐ
一
級
河
川

飯
梨
川
の
河
川
防
災

や
上
流
の
県
営
布
部

ダ
ム
、
山
佐
ダ
ム
の

洪
水
調
節
に
つ
い

て
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
飯
梨
川
再
生
ネ

ッ
ト
」
の
木
村
好
勝

理
事
長
、
美
見
昭
光

専
務
理
事
が
９
日
、

県
議
会
を
訪
れ
、
日

本
共
産
党
の
尾
村
利

成
県
議
、
自
民
党
の

嘉
本
祐
一
、
田
中
明

美
両
県
議
（
安
来
選

出
）、
県
河
川
課
・
河

川
開
発
室
の
佐
々
木

洋
室
長
ら
と
懇
談
し

ま
し
た
。 

木
村
、
美
見
の
各

氏
は
、
飯
梨
川
は
河

口
か
ら
７
㌔
ま
で
が

提
内
地
よ
り
飯
梨
川

河
床
が
高
い
天
井
川

と
な
っ
て
い
る
と
指

摘
。「
２
０
１
８
年
７

月
豪
雨
で
大
水
害
に

見
舞
わ
れ
た
倉
敷
市

真
備
町
の
小
田
川
も

天
井
川
だ
っ
た
。
飯

梨
川
で
も
一
度
、
堤

防
が
決
壊
す
れ
ば
甚

大
な
被
害
が
発
生
す

る
」
と
危
機
感
を
示

し
、
実
効
あ
る
ダ
ム

の
事
前
放
流
や
河
川

内
の
樹
木
の
伐
採
除

去
な
ど
を
要
望
し
ま

し
た
。 


